
屋
内
多
目
的
施
設
落
成
式

　

屋
内
多
目
的
施
設
の
落
成
式
を

行
い
ま
す
。

日
時　
７
月
19
日
㈰　

午
後
３
時

～
６
時

場
所　
県
南
部
健
康
運
動
公
園
内　

屋
内
多
目
的
施
設
ほ
か（
桑
野
町
）

内
容　
▼
落
成
式
典
▼
自
衛
隊
機

展
示
飛
行
（
午
後
3
時
上
空
通

過
）
▼
記
念
事
業
（
芸
能
）
三
番

叟
、
獅
子
舞
、
和
太
鼓
、
ダ
ン
ス
、

阿
波
踊
り
▼
野
球
教
室
（
午
後
３

時
～
５
時
）
講
師
：
元
読
売
巨
人

軍　

篠
塚
和
典
さ
ん
、
松
本
匡
史

さ
ん
、
定
岡
正
二
さ
ん
▼
も
ち
投

げ
（
午
後
５
時
～
）

問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の
ま
ち
推

進
課
（
☎
22

－

１
２
９
７
）
へ

わ
な
猟
免
許
取
得

補
助
金
申
請
の
受
付

対
象　
次
の
条
件
に
全
て
該
当
す

る
方

・
阿
南
市
に
住
所
を
有
す
る
方

・
平
成
27
年
度
内
に
わ
な
猟
免
許

を
新
た
に
取
得
す
る
方

・
わ
な
猟
免
許
取
得
後
、
狩
猟
者

登
録
を
行
い
、
有
害
鳥
獣
駆
除

業
務
に
従
事
す
る
方

補
助
金
額　
６
５
０
０
円
（
講
習

会
受
講
料
相
当
額
）

定
員　
20
人
（
申
込
順
に
受
付
）

申
請
期
限　
平
成
28
年
２
月
26
日
㈮

申
請
方
法　
申
請
書
（
農
林
水
産

課
備
え
付
け
）
に
必
要
書
類
を
添

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
わ
な
猟
狩
猟
者
登
録
証
の
写
し

②
補
助
対
象
と
な
る
講
習
会
受
講

料
領
収
証
の
写
し

③
有
害
鳥
獣
駆
除
業
務
に
従
事
す

る
旨
の
誓
約
書

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林

水
産
課
（
☎
22

－

１
５
９
８
）
へ

本
人
通
知
制
度
の
事
前
登
録
の

更
新
手
続
き
が
不
要
と
な
り
ま
す

　

今
回
の
制
度
変
更
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
に
登
録
さ
れ
た
方
お
よ
び

今
後
、
登
録
さ
れ
る
方
の
更
新
手

続
き
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
本
人
の
知
ら
な

い
と
こ
ろ
で
、
住
民
票
・
戸
籍
謄

本
等
が
不
正
取
得
さ
れ
、
身
元
調

査
等
に
利
用
す
る
な
ど
の
重
大
な

人
権
侵
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

も
の
で
す
。
自
分
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
は
自
分
で
守
る
た
め
に
本
人
通

知
制
度
に
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
▼
登
録
に
つ
い

て
は　

市
民
生
活
課
（
☎
22

－

１

１
１
６
）
へ
▼
人
権
に
つ
い
て
は　

人
権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３

０
９
４
）、
市
人
権
教
育
協
議
会

事
務
局
（
☎
22

－

３
３
９
２
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

水
害
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て 

～

　

去
る
６
月
９
日
、
毎
日
新
聞
社
東
京
本
社
（
毎

日
ホ
ー
ル
）
に
て
「
第
11
回
水
害
サ
ミ
ッ
ト
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
18
自
治
体
の
市
町

村
長
が
出
席
し
、
激
甚
化
す
る
水
害
へ
の
対
策
や
、

水
害
に
備
え
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
防
災
行
動
計
画
）

の
策
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
私
に
は
、
昨
年
の
加
茂
谷
に
お
け
る
豪

雨
災
害
の
内
容
に
つ
い
て
発
表
す
る
機
会
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
も
出
席

し
、
あ
い
さ
つ
の
中
で
阿
南
市
の
こ
と
に
も
触
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

太
田
大
臣
と
は
平
成
５
年
に
一
緒
に
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
当
選
し
た
同
期
生
で
も
あ
り
、
阿
南

市
の
期
成
同
盟
会
の
要
望
活
動
に
は
必
ず
面
会
を

し
て
く
だ
さ
り
、
的
確
な
対
応
を
し
て
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
予
算
で
も
、
那
賀
川
の
築
堤
事
業
費
な

ど
に
約
８
億
円
、
長
安
口
ダ
ム
の
改
造
事
業
費
に

約
38
億
円
、
那
賀
川
お
よ
び
桑
野
川
河
口
部
の
地

震
津
波
対
策
事
業
費
と
し
て
70
億
円
の
総
額
約
１

１
６
億
円
で
、
昨
年
度
よ
り
約
41
億
円
の
大
幅
な

増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
で
た
っ
た

５
カ
所
の
新
規
直
轄
事
業
と
し
て
加
茂
地
区
の

「
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
が
認
め
ら
れ
、

築
堤
延
長
約
１
・
８
キ
ロ
、
総
事
業
費
約
64
億
円

で
今
年
度
か
ら
５
カ
年
を
目
標
と
す
る
実
施
計
画

で
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
深
瀬
地
区
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度

よ
り
工
事
着
手
し
て
お
り
、
今
年
度
は
中
央
橋
と

の
取
り
合
い
部
を
含
め
た
残
り
の
築
堤
工
事
を
施

工
し
、
計
画
を
１
年
前
倒
し
と
す
る
年
度
内
の
完

成
を
め
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

阿
南
市
は
、
阿
南
商
工
会
議
所
を
中
心
に
熱
心

に
各
種
施
策
を
国
、
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
団
結
の
力
が
着
々
と
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

太
田
大
臣
は
、
京
都
大
学
で
地
震
学
を
専
攻
さ

れ
、
相
撲
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
相
撲
に
勝
つ
要よ

う

諦て
い

は
、

足
の
指
先
で
土
俵
を
か
み
、
手
の
指
を
相
手
の
ま

わ
し
の
中
に
入
れ
る
こ
と
で
す
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

水
五
訓
の
一
つ
に
は
「
障
害
に
あ
い
激
し
く
そ

の
勢
力
を
百
倍
し
得
る
は
水
な
り
」
と
あ
り
ま
す

が
、
人
間
の
強
い
気
概
で
水
を
克
服
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※
水
五
訓
と
は
、
水
の
持
つ
性
質
を
と
ら
え
た
人
生
訓
で
す
。
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